
は
じ
め
に

漢
和
辞
典
の
字
音
欄
に
は
、
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
漢
音
・
呉
音
の
両
方

が
載
っ
て
い
る
。
漢
音
が
「
隋
・
唐
代
の
北
方
標
準
音
を
輸
入
し
た
音
」
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
呉
音
は
「
そ
れ
以
前
に
日
本
に
入
り
込
ん
で
い
た
音
」
と
一

般
に
は
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
漢
籍
の
読
書
音
は
漢
音
系
と
さ
れ
、
仏
教
経
典

の
読
誦
音
は
呉
音
系
と
さ
れ
る
。

し
か
し
古
文
献
の
蒐
集
・
整
理
の
進
ん
だ
現
在
で
は
、
漢
和
辞
典
の
漢
音
・

呉
音
が
実
際
の
漢
音
系
資
料
・
呉
音
系
資
料
の
字
音
を
必
ず
し
も
反
映
し
て
い

な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
現
代
の
漢
和
辞
典
は
近
世
に

盛
ん
に
行
わ
れ
た
「
字
音
仮
名
遣
い
」
研
究
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の

字
音
の
判
定
に
は
『
韻
鏡
』
や
韻
書
の
反
切
が
利
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
古
文
献
に
お
け
る
字
音
や
近
世
・
近
代
に
お
け
る
「
字
音
仮
名
遣
い
」

研
究
の
実
態
に
関
し
て
は
、
諸
先
学
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
個
別
の
韻
目
に
属
す
る
字
音
の
通
時
的
な
変
遷
過
程
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
顧
み
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
本
研
究
は
「
字
音
仮
名
遣

い
」
成
立
に
至
る
ま
で
の
漢
音
・
呉
音
の
変
遷
を
解
明
す
る
手
始
め
と
し
て
、

斉
（
薺
霽
）
韻
に
対
す
る
字
音
注
の
変
遷
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で

あ
る
。

一
　
現
代
漢
和
辞
典
に
お
け
る
斉
韻
漢
音
形
・
呉
音
形

一
―
一
　
斉
（
薺
霽
）
韻
所
属
字
に
つ
い
て

斉
（
薺
霽
）
韻
字
の
例
と
し
て
「
第
」「
弟
」
な
ど
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は

現
代
の
漢
和
辞
典
で
は
「
漢
音
テ
イ
」「
呉
音
ダ
イ
」
と
さ
れ
て
い
る
。
斉
（
薺

霽
）
韻
は
『
韻
鏡
』
で
は
第
十
三
転
（
開
口
）
・
第
十
四
転
（
合
口
）
の
四
等

に
所
属
す
る
。
第
十
三
転
・
第
十
四
転
の
四
等
字
は
次
の
通
り
で
あ
る

(

１)

。

第
十
三
転
（
開
口
）

篦
　
批
　
A

迷
　
B

C

陛
　
米
　
閉
　
D

薜
　
謎
（
脣
音
）
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E

梯
　
題
　
泥
　
邸
　
體
　
弟
　
禰
　
帝
　
替
　
第
　
泥
（
舌
音
）

F

谿
　
倪
　
啓
　
G

計
　
契
　
詣
（
牙
音
）

齎
　
妻
　
齊
　
西
　
濟
　
H

薺
　
洗
　
霽
　
砌
　
I

細
（
歯
音
）

J

醯
　
兮
　
K

L

翳
（
M
）

N
（
喉
音
）

黎
　
O

禮
　
麗
（
舌
歯
音
）

第
十
四
転
（
合
口
）

圭
　
P

桂
（
牙
音
）

Q

R

攜
　
S

慧
（
喉
音
）

一
―
二
　
漢
和
辞
典
に
お
け
る
状
況

こ
れ
ら
斉
（
薺
霽
）
韻
に
属
す
る
字
に
は
、
現
代
の
漢
和
辞
典
で
は
規
則
的

に
漢
音
・
呉
音
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
以
下
に
そ
の
状
況
を
示
そ
う
。

一
―
二
―
一
『
学
研
新
漢
和
大
字
典
』

ま
ず
一
冊
の
漢
和
辞
典
で
は
大
部
の
も
の
で
あ
る
、『
学
研
新
漢
和
大
字
典
』

（
藤
堂
明
保
・
加
納
喜
光
編
、
二
〇
〇
五
年
）
に
お
け
る
状
況
を
示
す
。（
紙
幅

の
都
合
に
よ
り
代
表
的
な
も
の
の
み
を
示
す
。
字
音
は
「
漢
音
・
呉
音
」
の

順
。「
慣
」
は
慣
用
音
を
示
す
。
以
下
同
じ
。）

第
十
三
転
（
開
口
）
所
属
字

篦
ヘ
イ
・
ハ
イ
（
慣
ヒ
）

A
ヘ
イ
・
バ
イ

迷
ベ
イ
・
マ
イ
（
慣
メ
イ
）

D
ヘ
イ
・
ヘ

E
テ
イ
・
タ
イ

題
テ
イ
・
ダ
イ

泥
デ
イ
・
ナ
イ

弟
テ
イ
・
ダ
イ
（
慣
デ
）

禰
ネ
／
ナ
イ
・
デ
イ
（
慣
ネ
イ
）

F
ケ
イ
・
ケ

倪
ゲ
イ
・
ゲ

詣
ゲ
イ
・
ゲ
（
慣
ケ
イ
）

齎
セ
イ
・
サ
イ

齊
セ
イ
・
ザ
イ

濟
セ
イ
・
サ
イ
（
慣
ザ
イ
）

洗
セ
イ
・
サ
イ
（
慣
セ
ン
）

J
エ
イ
・
ア
イ

醯
ケ
イ
・
ケ

兮
ケ
イ
・
ゲ

黎
レ
イ
・
ラ
イ

O
デ
イ
・
ナ
イ

第
十
四
転
（
合
口
）
所
属
字

圭
ケ
イ
・
ケ

桂
ケ
イ
・
カ
イ

Q
エ
イ
・
エ

R
ケ
イ
・
ケ

攜
ケ
イ
・
エ

以
上
を
見
る
と
、
一
部
の
例
外
を
除
い
て
規
則
的
に
字
音
が
定
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
「
漢
音
―
ｅ
ｉ
」「
呉
音
―
ａ
ｉ
」
を
基
本
と

し
、
カ
行
音
（
牙
音
・
喉
音
）
字
の
み
開
口
・
合
口
と
も
「
漢
音
―
ｅ
ｉ
」「
呉

音
―
ｅ
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
―
二
―
二
『
大
漢
和
辞
典
』

次
に
日
本
で
編
纂
さ
れ
た
漢
和
辞
典
と
し
て
は
最
大
の
も
の
と
認
め
ら
れ
る
、

『
大
漢
和
辞
典
』（
諸
橋
轍
次
著
、
大
修
館
、
一
九
四
三
〜
一
九
六
〇
）
に
お
け

る
状
況
を
示
す
。

第
十
三
転
（
開
口
）
所
属
字

篦
ヘ
イ
・
ハ
イ

A
ヘ
イ
・
バ
イ

迷
ベ
イ
・
マ
イ
（
慣
メ
イ
）

E
テ
イ
・
タ
イ

題
テ
イ
・
ダ
イ

泥
デ
イ
・
ナ
イ

禰
デ
イ
・
ナ
イ
（
慣
ネ
）

F
ケ
イ

谿
ケ
イ
・
ゲ
イ

倪
ゲ
イ

詣
ゲ
イ
（
慣
ケ
イ
）

齎
セ
イ
・
サ
イ

齊
セ
イ
・
ザ
イ

濟
セ
イ
・
サ
イ
（
ザ
イ
）

J
エ
イ

醯
ケ
イ

兮
ケ
イ
・
ゲ
イ

黎
レ
イ
・
ラ
イ

O
デ
イ
（
ゼ
イ
）・
ナ
イ
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第
十
四
転
（
合
口
）
所
属
字

圭
ケ
イ
・
ケ

Q
ヱ
イ
（
ケ
イ
）・
ヱ
（
ケ
）

R
ケ
イ
・
ケ

攜
ケ
イ
・
ゲ

慧
ケ
イ
・
ヱ

以
上
を
見
る
と
、『
学
研
新
漢
和
大
字
典
』
と
は
少
々
規
則
が
異
な
る
こ
と

が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
「
漢
音
―
ｅ
ｉ
」「
呉
音
―
ａ
ｉ
」
が
基
本
で
あ
る
こ

と
は
同
じ
で
あ
る
が
、
カ
行
音
・
ア
行
音
（
牙
音
・
喉
音
）
は
開
口
の
方
が
漢

音
・
呉
音
と
も
「
―
ｅ
ｉ
」
と
な
っ
て
お
り
、
合
口
の
方
は
「
漢
音
―
ｅ
ｉ
」

「
呉
音
―
ｅ
」
と
な
っ
て
い
る
。

一
―
三
　
現
代
漢
和
辞
典
の
規
則
性

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
現
代
の
漢
和
辞
典
で
は
斉
（
薺
霽
）
韻
所
属
字
の

漢
音
・
呉
音
は
（
多
少
の
例
外
は
あ
り
な
が
ら
も
）
規
則
的
に
定
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
そ
の
規
則
か
ら
は
み
出
す
音
で
あ
り
な
が
ら
、
日

常
的
に
使
わ
れ
て
い
る
た
め
に
外
す
こ
と
の
で
き
な
い
音
を
「
慣
用
音
」
と
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
の
規
則
に
は
多
少
の
異
同
は
あ
る
。

二
　
近
世
・
近
代
に
お
け
る
斉
韻
漢
音
形
・
呉
音
形

次
に
現
代
の
漢
和
辞
典
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
、
近
世
・
近

代
の
『
韻
鏡
』
注
釈
書
に
つ
い
て
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

二
―
一
　
大
矢
透
『
隋
唐
音
図
』

ま
ず
近
代
『
韻
鏡
』
研
究
の
草
分
け
と
言
え
る
、
大
矢
透
（
一
八
五
〇
〜
一

九
二
八
）の『
隋
唐
音
図
』（
昭
和
七
年
刊
、
一
九
三
二
）
か
ら
見
て
み
よ
う

(

２)

。

外
転
第
十
五
開
（
斉
薺
霽
）

篦
ヘ
イ
・
ヘ
イ

A
ヘ
イ
・
ベ
イ

迷
ベ
イ
・
メ
イ

E
テ
イ
・
タ
イ

題
テ
イ
・
ダ
イ

泥
デ
イ
・
ネ
イ

F
ケ
イ
・
ケ
イ

倪
ゲ
イ
・
ゲ
イ

齎
セ
イ
・
サ
イ

齊
セ
イ
・
ザ
イ

J
エ
イ
・
エ
イ

醯
ケ
イ
・
ケ
イ

兮
ケ
イ
・
ゲ
イ

黎
レ
イ
・
ラ
イ

外
転
第
十
六
合
（
斉
薺
霽
）

圭
ク
ヱ
イ
・
ク
ヱ

P
ク
ヱ
・
ク
ヱ

以
上
を
見
る
と
、
開
口
で
は
舌
音
（
ナ
行
音
除
く
）
・
歯
音
・
来
母
が
「
漢

音
―
ｅ
ｉ
」「
呉
音
―
ａ
ｉ
」
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
脣
音
・
牙
音
・

喉
音
と
ナ
行
音
で
は
漢
音
・
呉
音
と
も
「
―
ｅ
ｉ
」
と
な
っ
て
い
る
の
が
わ
か

る
。
ま
た
合
口
で
は
「
漢
音
―
ｗ
ｅ
ｉ
」「
呉
音
―
ｗ
ｅ
」
と
な
っ
て
い
る
。

牙
音
・
喉
音
だ
け
で
な
く
脣
音
も
「
―
ｅ
ｉ
」
の
み
と
な
っ
て
い
る
の
が
、

後
の
『
大
漢
和
辞
典
』
な
ど
と
は
異
な
る
点
で
あ
る
。

二
―
二
　
太
田
全
斎
『
漢
呉
音
図
』

続
い
て
近
世
後
期
の
『
韻
鏡
』
研
究
書
で
あ
る
、
太
田
全
斎
（
一
七
五
九
〜

一
八
二
九
）
の
『
漢
呉
音
図
』（
文
化
一
二
年
成
、
一
八
一
五
）
を
見
て
み
る

こ
と
に
し
よ
う

(

３)

。『
漢
呉
音
図
』
で
は
漢
音
・
呉
音
を
さ
ら
に
「
原
音
／
次
音
」

に
分
け
て
示
し
て
い
る
。（「
原
音
」
を
反
切
と
見
な
し
て
導
き
出
さ
れ
る
の
が

「
次
音
」
で
あ
る
。）

外
転
第
十
三
開
（
斉
薺
霽
）

篦
ヘ
イ
／
ヒ
・
ハ
イ
／
ヒ

A
ヘ
イ
／
ヒ
・
バ
イ
／
ビ
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迷
ベ
イ
／
ビ
・
マ
イ
／
ミ

E
テ
イ
／
チ
・
タ
イ
／
チ

題
テ
イ
／
チ
・
ダ
イ
／
チ

泥
デ
イ
／
ヂ
・
ナ
イ
／
ニ

谿
ケ
イ
／
キ
・
ガ
イ
／
キ

倪
ゲ
イ
／
ギ
・
ガ
イ
／
キ

啓
ケ
イ
／
キ
・
カ
イ
／
キ

G
ゲ
イ
／
ギ
・
ガ
イ
／
ギ

齎
セ
イ
／
シ
・
サ
イ
／
シ

齊
セ
イ
／
シ
・
ザ
イ
／
シ

I
セ
イ
／
シ
・
ザ
イ
／
ジ

J
エ
イ
／
イ
・
ヤ
イ
／
イ

兮
ケ
イ
／
キ
・
ガ
イ
／
ギ

L
ケ
イ
／
キ
・
ガ
イ
／
キ

M
ケ
イ
／
キ
・
カ
イ
／
キ

黎
レ
イ
／
リ
・
ラ
イ
／
リ

O
デ
イ
／
ヂ
・
ナ
イ
／
ニ

外
転
第
十
四
合
（
斉
薺
霽
）

圭
ク
ヱ
イ
／
ケ
イ
・
ク
ヱ
／
ケ

Q
ユ
ヱ
イ
／
エ
イ
・
ユ
ヱ
／
エ

R
ク
ヱ
イ
／
ケ
イ
・
ウ
ヱ
／
ヱ

以
上
を
見
る
と
、
開
口
で
は
漢
音
「
―
ｅ
ｉ
（
原
音
）
／
―
ｉ
（
次
音
）」、

呉
音
「
―
ａ
ｉ
（
原
音
）
／
―
ｉ
（
次
音
）」、
合
口
で
は
漢
音
「
―
ｗ
ｅ
ｉ

（
原
音
）
／
―
ｅ
ｉ
（
次
音
）」、
呉
音
「
―
ｗ
ｅ
（
原
音
）
／
―
ｅ
（
次
音
）」

と
な
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。「
原
音
／
次
音
」
が
あ
る
た
め
に
少
々
複
雑
に

な
っ
て
い
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
整
然
と
し
た
パ
タ
ー
ン
と
な
っ
て
い
る
。

二
―
三
　
文
雄

次
に
近
世
『
韻
鏡
』
研
究
の
草
分
け
で
あ
る
文
雄
（
一
七
〇
〇
〜
一
七
六

三
）
の
『
磨
光
韻
鏡
』（
延
享
元
年
刊
、
一
七
四
四
）
を
見
て
み
よ
う

(

４)

。

外
転
第
十
三
開
（
斉
薺
霽
）

篦
ヘ
イ
・
ヘ
イ

A
ヘ
イ
・
ベ
イ

迷
ベ
イ
・
メ
イ

E
テ
イ
・
タ
イ

題
テ
イ
・
ダ
イ

泥
デ
イ
・
ナ
イ

F
ケ
イ
・
ケ
イ

倪
ゲ
イ
・
ゲ
イ

齎
セ
イ
・
サ
イ

齊
セ
イ
・
ザ
イ

J
ヱ
イ
・
ヱ
イ

醯
ケ
イ
・
ケ
イ

N
ケ
イ
・
ゲ
イ

黎
レ
イ
・
ラ
イ

外
転
第
十
四
合
（
斉
薺
霽
）

f
ヘ
イ
・
ベ

圭
ケ
イ
・
ケ

T
ゲ
イ
・
ゲ

Q
ヱ
イ
・
ヱ

R
ケ
イ
・
ケ

攜
ケ
イ
・
ヱ

以
上
を
見
る
と
、
開
口
で
は
舌
音
・
歯
音
・
来
母
が
「
漢
音
―
ｅ
ｉ
」「
呉

音
―
ａ
ｉ
」
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
脣
音
・
牙
音
・
喉
音
で
は
漢
音
・

呉
音
と
も
「
―
ｅ
ｉ
」
と
な
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
二
―
一
で
挙
げ

た
大
矢
透
と
ま
っ
た
く
同
じ
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
た
だ
し
文
雄
は
ナ
行
音
も
他

の
舌
音
に
合
わ
せ
て
い
る
。
合
口
で
は
「
漢
音
―
ｅ
ｉ
」「
呉
音
―
ｅ
」
と
な

っ
て
い
る
。
大
矢
と
違
っ
て
合
拗
音
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。

二
―
四
　
文
雄
以
前

こ
こ
ま
で
『
韻
鏡
』
研
究
書
に
お
い
て
斉
（
薺
霽
）
韻
の
漢
音
形
・
呉
音
形

が
ど
の
よ
う
に
現
れ
て
い
る
か
見
て
き
た
。『
韻
鏡
』
で
は
図
面
を
も
と
に
体

系
的
に
字
音
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
で
は
『
韻
鏡
』
が
普
及
す
る

前
の
時
代
に
は
斉
（
薺
霽
）
韻
漢
音
形
・
呉
音
形
は
ど
う
現
れ
て
い
た
の
か
。

ま
ず
近
世
初
期
の
法
華
経
音
義
書
で
あ
る
、
日
遠
（
一
五
七
二
〜
一
六
四

二
）の『
法
華
経
随
音
句
』（
元
和
六
年
成
、
一
六
二
〇
、
寛
永
二
〇
年
刊
、
一

六
四
三
）
を
見
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う

(

５)

。
こ
の
書
は
韻
書
、
特
に
『
古
今
韻
会
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挙
要
』（
元
・
熊
忠
著
、
一
二
九
七
年
成
）
を
利
用
し
て
字
音
を
定
め
て
い
る

の
が
特
徴
で
あ
る

(

６)

。
こ
の
書
に
お
い
て
斉
（
薺
霽
）
韻
の
漢
音
形
・
呉
音
形
に

つ
い
て
議
論
し
て
い
る
の
は
、
次
の
五
字
に
つ
い
て
で
あ
る
。

剃タ
イ

除
鬚
髮
文

、
剃
、
韻
會
霽

曰
、
他
計カ
イ

切
、
次
清
音
文

。
呉　
ハ

タ
イ
、
漢　
ハ

テ

イ
也
。（
上
６
ウ
７
〜
８
）

諸
母
涕タ
イ

泣
文

、
音
義
、
科
注
、
補
注
、
箋
難
、
並　
ニ

云
二

、
涕　
ハ

、
他
礼ラ
イ
ノ

切
一

。

句
解ニ
ハ

、
云
二

它
計カ
イ

ケ
イ

切
一

。
呉ハ

タ
イ
、
漢ハ

テ
イ
也
。
訓
讀ノ

時ハ

、
テ
イト
可シ
レ

讀
。

（
上
34
ウ
４
〜
５
）

各
齎サ
イ

寳
花
満
掬キ
ク
文

、
齎
、
音
義
云
、
子
ケ
イ奚カ

イ

切
文

。
科
注
、
箋
難
、
云
二

祖
ケ
イ兮カ

イ

切
一

。
既
齊
　
ニ
　
ノ

韻
也
。
サ
イ　
ハ

、
呉
。
セ
イ　
ハ

、
漢
也
。
韻
會
、
　
ニ
ハ
　

作
二

牋
西
切　
ニ

一
云
云

。

是
亦
同　
シ

。（
上
39
オ
９
〜
ウ
１
）

唯
髻
中
明
珠
文

、
髻　
ハ

、
韻
會
霽去
聲

曰
、
吉
詣
切
。
角
清
音
文

。
計　
ヲ

、
爲
字
母
、

繋　
ノ

字
、
等
類
也
。
尓　
ハ

、
ケ
音
　
ノ
　
モ

、
有　
ル

歟
。
計
、
繋
、
髻
、
皆
ケ
音
　
ノ
　
ニ

、
讀
來
。
　
レ
リ
　

以
二

韻
中
　
ノ
　
ノ

大
底
、
并
切
一

、
見
、
　
レ
ハ
　

呉　
ハ

、
カ
イ
、
漢　
ハ

、
ケ
イ　
ノ

、
樣
、

　
　
ナ
レ
ト
モ
今
更
難　
シ

レ

改
。

可
レ

從
二

讀
來
一

。

　
レ
ル
ニ
　

（
下
３
ウ
３
〜
６
）

以
國
付

弟タ
イ
句

王
與
夫
人
二
子
句

、
弟
、
呉　
ハ

、
タ
イ
、
漢　
ハ

、
テ
イ
也
。（
下

26
オ
10
）

以
上
を
見
る
と
、
日
遠
は
斉
（
薺
霽
）
韻
の
五
字
に
つ
い
て
す
べ
て
「
漢
音

―
ｅ
ｉ
」「
呉
音
―
ａ
ｉ
」
と
認
定
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
後
世
の
文
雄

は
カ
行
音
（
牙
音
・
喉
音
）
に
つ
い
て
は
漢
音
・
呉
音
と
も
「
―
ｅ
ｉ
」
と
し

て
い
た
が
、
日
遠
は
こ
れ
も
「
漢
音
―
ｅ
ｉ
」「
呉
音
―
ａ
ｉ
」
と
し
て
い
る
。

サ
ン
プ
ル
が
わ
ず
か
五
字
な
の
で
確
実
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
日
遠
は
斉

（
薺
霽
）
韻
全
体
に
つ
い
て
「
漢
音
―
ｅ
ｉ
」「
呉
音
―
ａ
ｉ
」
と
認
定
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。

日
遠
と
同
じ
日
蓮
宗
の
僧
日
相
（
一
六
三
五
〜
一
七
一
八
）
が
著
し
た
音
点

本
『
妙
法
蓮
華
経
』（
元
禄
七
〜
八
年
刊
、
一
六
九
四
〜
一
六
九
五
）
で
は
、

の
べ
47
字
（
異
な
り
29
字
）
に
つ
い
て
「
呉
」「
漢
」
注
記
が
付
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
日
相
は
冒
頭
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

(

７)

。

假
名
右
方

　
ハ
　
ノ
　
ヲ

爲
二
正
意
一
少
々
左
方
付

　
ノ
　
ニ
　
タ
ル

假
名
暫
　
ニ
　
ク

爲
レ
令
レ
辨
二
呉
漢　
ノ

差
異　
ヲ

一
也
非
レ

爲　
ニ

二

読
誦　
ノ

一

矣

日
相
は
右
側
に
正
式
な
読
誦
音
を
付
し
た
上
で
、
左
側
に
「
呉
漢
の
差
異
」

を
示
す
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
付
さ
れ
た
「
呉
」「
漢
」
注
記

の
べ
47
字
（
異
な
り
29
字
）
の
う
ち
、
斉
（
薺
霽
）
韻
に
属
す
る
も
の
は
の
べ

21
字
（
異
な
り
12
字
）
に
な
る
。
つ
ま
り
４
割
以
上
が
斉
（
薺
霽
）
韻
で
占
め

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
異
な
り
12
字
を
示
す
。

詣
ゲ
イ
　
カ
イ
呉

（
五
八
７
）
低
テ
イ
　
タ
イ
呉

（
九
四
１
）

繋
ケ
　
カ
イ
呉

（
一
一
九
10
）
陛
ベ
イ
　
ハ
イ
呉

（
一
二
三
１
）

V
カ
イ
　
ケ
イ
漢
音

（
一
二
三
５
）
計
ケ
　
カ
イ
呉

（
一
三
三
10
）

谿
ケ
イ
　
カ
イ
呉

（
一
六
一
１
）
稽
ケ
イ
　
カ
イ
呉

（
一
八
六
８
）

泥
デ
イ
　
呉
ナ
イ

（
二
四
四
４
）

F
ケ
イ
　
カ
イ
呉

（
二
八
三
10
）

髻
ケ
　
カ
イ
呉

（
二
九
五
10
）
閉
ヘ
イ
　
ハ
イ
呉

（
三
〇
〇
１
）

日
相
は
読
誦
音
「
―
ｅ
ｉ
」
ま
た
は
「
―
ｅ
」
に
対
し
て
、「
呉
音
―
ａ
ｉ
」

レ
イ

テ
イ
漢
音
也
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の
注
記
を
付
し
て
い
る
。（
た
だ
し
「
V
」
の
み
読
誦
音
「
―
ａ
ｉ
」
に
対
し

て
「
漢
音
―
ｅ
ｉ
」
の
注
記
。）
こ
れ
は
法
華
経
読
誦
音
に
対
す
る
「
漢
音
混

入
」
意
識
の
表
れ
で
あ
ろ
う
か
。

次
に
日
遠
『
法
華
経
随
音
句
』
と
同
じ
近
世
初
期
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
珠
光

『
浄
土
三
部
経
音
義
』（
天
正
一
八
年
序
、
一
五
九
〇
）
を
見
て
み
よ
う

(

８)

。
こ
の

書
も
や
は
り
『
古
今
韻
会
挙
要
』
な
ど
の
韻
書
を
利
用
し
て
い
る
。

こ
の
書
で
は
各
掲
出
字
に
そ
れ
ぞ
れ
漢
音
・
呉
音
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ

こ
で
は
便
宜
上
代
表
的
な
も
の
の
み
を
五
十
音
順
に
示
す
。

計
ケ
イ
・
ゲ

（
一
六
２
）

詣
ゲ
イ

（
一
六
７
）

渓
ケ
イ

（
三
二
５
）

繋
ケ
イ
・
ケ

（
四
七
４
）

慧
ケ
イ
・
エ

（
六
九
１
）

洗
セ
イ
・
サ
イ

（
三
〇
５
）

低
テ
イ

（
一
二
４
）

泥
デ
イ
・
ナ
イ

（
二
九
５
）

提
テ
イ
・
ダ
イ

（
五
六
６
）

抵
テ
イ
・
タ
イ

（
五
七
７
）

米
ベ
イ
・
マ
イ

（
四
〇
５
）

閉
ヘ
イ

（
八
四
７
）

迷
ベ
イ
・
メ
イ

（
一
〇
〇
２
）

禮
レ
イ
・
ラ
イ

（
四
八
４
）

麗
レ
イ

（
六
九
７
）

カ
行
音
が
「
漢
音
―
ｅ
ｉ
」「
呉
音
―
ｅ
」
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、

サ
行
音
・
タ
行
音
（
ナ
行
音
）
・
ラ
行
音
は
「
漢
音
―
ｅ
ｉ
」「
呉
音
―
ａ
ｉ
」

と
な
っ
て
い
る
。
マ
行
音
（
ハ
行
音
）
の
呉
音
形
に
つ
い
て
は
「
―
ｅ
ｉ
」「
―

ａ
ｉ
」
が
混
在
し
て
い
る
。
こ
の
書
で
は
漢
音
形
・
呉
音
形
と
も
あ
る
程
度
整

然
と
し
て
い
る
が
、
完
全
に
整
理
さ
れ
て
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

三
　
中
世
以
前
に
お
け
る
斉
韻
漢
音
形
・
呉
音
形

そ
れ
で
は
、
中
世
以
前
に
は
斉
（
薺
霽
）
韻
は
ど
の
よ
う
な
字
音
と
な
っ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
訓
点
資
料
、
古
辞
書
、
仏
教
音
義
な
ど
の
漢

音
系
・
呉
音
系
資
料
を
見
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

三
―
一
　
漢
音
系
資
料

ま
ず
長
承
本
『
蒙
求
』
の
訓
点
か
ら
見
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う

(

９)

。
こ
こ
で
は

便
宜
上
代
表
的
な
も
の
の
み
を
五
十
音
順
に
示
す
。

（
本
書
に
は
①
平
安
時
代
中
期
の
朱
点
、
②
長
承
三
年
（
一
一
三
四
）
の
墨

点
、
③
別
の
墨
点
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
②
に
つ
い
て
は
そ
の
注
記
を
省
略
し

た
。）詣

ケ
イ
①

ケ
イ

（
19
）

鷄
ケ
イ
③

（
27
）

稽
ケ
イ

（
27
）

桂
化
イ
①

ケ
イ

（
62
）

惠
ク
ヱ
イ

（
82
）

齊
サ
イ

（
34
）

妻
セ
イ

（
57
）

齊
セ
イ
サ
イ
③

（
57
）

悌
テ
イ
①

テ
イ

（
15
）

梯
テ
イ

（
41
）

閇
ヘ
イ

（
３
）

米
ヘ
イ
①

ヘ
イ

（
15
）

礼
レ
イ

（
16
）

蠡
礼
反
①

レ
イ

（
69
）

カ
行
音
で
「
―
ｅ
ｉ
」
ま
た
は
「
―
ｗ
ｅ
ｉ
」、
タ
行
音
・
ハ
行
音
・
ラ
行

音
で
も
い
ず
れ
も
「
―
ｅ
ｉ
」
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
サ
行
音
の
み

「
―
ｅ
ｉ
」「
―
ａ
ｉ
」
両
形
が
混
在
し
て
い
る
。

次
に
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
古
点
を
見
て
み
よ
う

(

10)

。
や
は
り
便
宜
上
代

表
的
な
も
の
の
み
を
五
十
音
順
に
示
す
。
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（
本
書
に
は
Ａ
延
久
承
暦
頃
の
朱
点
。
Ｂ
同
上
頃
の
墨
点
、
Ｃ
承
徳
三
年

（
一
〇
九
九
）
の
墨
点
、
Ｄ
同
上
頃
の
朱
点
、
Ｅ
永
久
四
年
（
一
一
一
六
）

の
墨
点
、
Ｆ
嘉
応
二
年
（
一
一
七
〇
）
の
墨
点
が
あ
る
。）

慧
ク
ヱ
イ
Ａ

（
一
58
）
珪
ケ
イ
Ａ

璋
（
一
63
）
醯
ケ
イ
Ｅ

羅
山
（
二
315
）

猊
ケ
イ
Ｃ

吼
（
七
90
）
惠
火
イ
Ｃ

濟
（
一
〇
191
）

W

化
イ
Ｃ

X
（
一
〇
269
）
濟
サ
イ
Ａ

馬
（
一
４
）

鏘
鏘
濟
セ
イ
Ａ

濟
（
一
37
）
凄
セ
イ
Ｅ

寒
（
一
367
）

栖
セ
イ
Ｄ

玄
（
八
６
）
淒
セ
イ
Ｃ

氣
（
八
388
）
慘
悽
サ
イ
Ｃ

（
一
〇
280
）

帝
テ
イ
Ａ

城
（
一
84
）
遞
タ
イ
Ｅ

送
（
一
347
）
堤
テ
イ
Ｄ

封
（
七
80
）

梯
テ
イ
Ｃ

航
者
（
七
95
）
萠
蔕
テ
Ｃ

（
八
17
）
疑
滞
タ
イ
Ｃ

（
八
173
）

D
ヘ
イ
Ｅ

摩
城
（
五
530
）
皇
陛
ヘ
イ
Ｃ

（
九
292
）
迷
メ
イ
Ｄ

生
（
八
190
）

黎
レ
イ
Ｃ

庶
（
七
47
）
禮
レ
Ｄ

（
九
452
）
惠
ヱ
Ｄ

（
一
〇
191
）

カ
行
音
で
は
「
―
ｅ
ｉ
」「
―
ｗ
ｅ
ｉ
」、
ハ
行
音
・
マ
行
音
・
ラ
行
音
で
は

「
―
ｅ
ｉ
」
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
サ
行
音
・
タ
行
音
で
は
「
―
ｅ

ｉ
」「
―
ａ
ｉ
」
両
形
が
混
在
し
て
い
る
。

近
世
以
降
の
『
韻
鏡
』
注
釈
書
で
は
特
に
サ
行
音
・
タ
行
音
・
ラ
行
音
で

「
漢
音
―
ｅ
ｉ
」「
呉
音
―
ａ
ｉ
」
と
整
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し

か
し
こ
の
よ
う
に
漢
音
系
資
料
で
は
サ
行
音
・
タ
行
音
で
「
―
ｅ
ｉ
」「
―
ａ

ｉ
」
両
形
が
混
在
し
て
お
り
、
近
世
以
降
の
「
漢
音
―
ｅ
ｉ
」「
呉
音
―
ａ
ｉ
」

と
い
う
整
理
は
必
ず
し
も
当
て
は
ま
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

三
―
二
　
呉
音
系
資
料

ま
ず
『
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
』（
鎌
倉
時
代
写
）
の
「
和
音
」
か
ら
見
て

み
る
こ
と
に
し
よ
う

(

11)

。
こ
こ
で
も
便
宜
上
代
表
的
な
も
の
の
み
を
五
十
音
順
に

示
す
。（
引
用
に
当
た
っ
て
は
声
点
は
一
切
省
略
し
て
い
る
。
以
下
同
じ
。）

髻
ケ
イ

（
佛
下
本
三
七
３
）

稽
ケ

（
僧
下
六
五
２
）

妻
サ
イ

（
佛
中
七
２
）

洗
セ
イ

（
法
上
三
４
）

齊
坐
イ
或
サ
イ

（
法
下
三
八
８
）

低
テ
イ

（
佛
上
一
二
４
）

g

帝
タ
イ

（
佛
上
五
三
４
）

軆
タ
イ

（
佛
上
八
六
２
）

提
太
イ

（
佛
下
本
七
八
６
）

弟
テ
イ
テ
エ

（
佛
下
末
二
八
）

b
ナ
イ
テ
イ

（
法
中
五
二
８
）

陛
ヘ
イ

（
法
中
四
〇
７
）

迷
メ
イ

（
佛
上
四
五
６
）

米
マ
イ

（
法
下
二
九
６
）

犁
レ
イ

（
佛
下
末
一
６
）

礼
ラ
イ

（
法
下
八
８
）

恵
ヱ

（
法
中
六
九
２
）

カ
行
音
・
ハ
行
音
で
は
「
―
ｅ
ｉ
」
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
サ
行

音
・
タ
行
音
・
マ
行
音
・
ラ
行
音
で
は
「
―
ｅ
ｉ
」「
―
ａ
ｉ
」
両
形
が
混
在

し
て
い
る
。
漢
音
系
資
料
と
同
様
に
、
こ
ち
ら
も
近
世
以
降
の
「
漢
音
―
ｅ

ｉ
」「
呉
音
―
ａ
ｉ
」
と
い
う
整
理
は
当
て
は
ま
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
心
空
（
一
三
一
九
〜
一
四
〇
一
）
の
『
法
華
経
音
義
』（
上
巻
は
三
内

音
義
、
永
和
四
年
写
、
一
三
七
八
）
に
お
け
る
斉
（
薺
霽
）
韻
の
音
形
を
見
て

み
よ
う

(

12)
。（
こ
こ
で
は
出
現
順
に
並
べ
る
。）

ケ
　
…
繋
計
…
髻
…
稽
…
（
上
四
ウ
５
）
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ケ
イ
　
醯
詣
V
谿
啓
桂
F
（
上
五
オ
４
〜
５
）

サ
イ
　
…
妻
濟
Y
齎
…
h
切
…
齊
細
…
西
…
（
上
六
ウ
２
〜
４
）

タ
イ
　
諦
體
…
帝
剃
…
啼
第
…
Z
a
…
提
…
（
上
一
〇
オ
５
〜
６
）

テ
イ
　
低
剃
泥
b
滞
涕
弟
滴
帝
提
（
上
一
一
ウ
３
）

ラ
イ
　
礼
…
e
…
（
上
一
二
オ
５
）

レ
イ
　
隸
（
上
一
三
オ
３
）

ネ
イ
　
祢
（
上
一
四
オ
２
）

ヒ
　
…
c
…
（
上
一
四
ウ
４
）

ヘ
イ
　
…
陛
閇
…
（
上
一
五
ウ
２
）

マ
イ
　
…
米
…
（
上
一
六
オ
３
）

メ
イ
　
迷
（
上
一
六
ウ
４
）

ヱ
　
慧
惠
…
（
上
一
七
オ
５
）

こ
ち
ら
は
カ
行
音
で
「
―
ｅ
ｉ
」「
―
ｅ
」
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、

タ
行
音
・
ラ
行
音
・
マ
行
音
で
「
―
ｅ
ｉ
」「
―
ａ
ｉ
」
両
形
が
混
在
し
て
い

る
。（
サ
行
音
は
「
―
ａ
ｉ
」
の
み
で
あ
る
。
ま
た
ハ
行
音
は
「
―
ｅ
ｉ
」「
―

ｉ
」
の
二
形
で
あ
る
。）
や
は
り
近
世
以
降
の
「
漢
音
―
ｅ
ｉ
」「
呉
音
―
ａ

ｉ
」
と
い
う
整
理
か
ら
は
外
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

同
じ
心
空
の
『
法
華
経
音
訓
』（
巻
音
義
、
至
徳
三
年
刊
、
一
三
八
六
）
も

見
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う

(

13)

。
こ
こ
で
も
や
は
り
代
表
的
な
も
の
の
み
を
五
十
音

順
に
示
す
。

詣
ケ
イ

（
一
一
ウ
１
）
繋
ケ

（
二
五
オ
５
）
妻
サ
イ

（
一
一
オ
６
）

第
タ
イ

（
一
ウ
２
）
弟
テ
テ
イ

（
一
五
オ
５
）

泥
テ
イ

（
一
九
ウ
６
）
帝
タ
イ
テ
イ

（
二
一
オ
５
）

祢
禰
ネ
イ

（
四
四
ウ
４
）

c
ヒ

（
二
九
オ
１
）
陛
ヘ
イ

（
二
五
オ
６
）

迷
メ
イ

（
一
九
オ
４
）
米
マ
イ

（
三
二
ウ
１
）

禮
礼
ラ
イ

（
六
ウ
３
）
隸
レ
イ

（
四
四
ウ
４
）
慧
惠
エ

（
四
ウ
６
）

や
は
り
カ
行
音
で
「
―
ｅ
ｉ
」「
―
ｅ
」
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
タ

行
音
・
マ
行
音
・
ラ
行
音
で
「
―
ｅ
ｉ
」「
―
ａ
ｉ
」
両
形
が
混
在
し
て
い
る
。

（
ま
た
や
は
り
サ
行
音
は
「
―
ａ
ｉ
」
の
み
で
、
ハ
行
音
は
「
―
ｅ
ｉ
」「
―

ｉ
」
の
二
形
で
あ
る
。）『
法
華
経
音
義
』
と
同
様
近
世
以
降
の
「
漢
音
―
ｅ

ｉ
」「
呉
音
―
ａ
ｉ
」
と
い
う
整
理
か
ら
は
外
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

時
代
は
さ
か
の
ぼ
る
が
、
院
政
期
頃
施
点
の
『
慈
光
寺
蔵
大
般
若
経
』
字
音

点
に
つ
い
て
も
見
て
お
こ
う

(

14)

。

翳
エ
イ

（
不
１
）
契
カ
イ

（
３
・
562
）

d
ケ
イ

（
596
）

齎
サ
イ

（
不
10
）
臍
サ
イ

（
不
７
）
齊
サ
イ

（
不
１
）

細
サ
イ

（
不
１
）
剃
タ
イ

（
54
）
底
テ
イ

（
不
１
）

麗
レ
イ

（
540
・
不
１
・
不
９
）

用
例
数
が
少
な
い
の
で
確
実
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
カ
行
音
・
タ
行
音
で

「
―
ｅ
ｉ
」「
―
ａ
ｉ
」
両
形
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

同
じ
仏
典
音
読
資
料
で
、
院
政
期
か
ら
鎌
倉
中
期
頃
施
点
の
『
安
田
八
幡
宮

蔵
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
の
音
注
に
つ
い
て
も
見
て
お
こ
う

(

15)

。
こ
こ
で
も
代
表

的
な
も
の
の
み
を
五
十
音
順
に
示
す
。

― 8―



詣
ケ
イ

（
四
６
）
繋
ケ

（
二
〇
４
）

妻
サ
イ

（
五
７
）

―帝
―タ―イ
（
三
17
）
底
テ
イ

（
八
16
）

―剃
―タ―イ
（
一
四
14
）

―帝
―テ―イ
（
一
八
８
）
弟
タ
イ

（
三
〇
16
）

―啼
―タ―イ
（
四
三
３
）

―啼
―テ―イ―／―タ―イ
（
四
三
８
）

―啼
―テ―イ
（
四
六
５
）

―剃
―テ―イ
（
七
一
４
）
閇
ヘ
イ

（
六
６
）

―e
―ラ―イ
（
一
九
19
）

―隷
―レ―イ―／―ラ―イ
（
三
三
20
）

―e
―ラ―イ―／―レ―イ
（
五
〇
13
）

―隷
―レ―イ
（
五
二
８
）

―e
―ル―イ
（
六
五
16
）

こ
ち
ら
も
や
は
り
カ
行
音
で
「
―
ｅ
ｉ
」「
―
ｅ
」
と
な
っ
て
い
る
の
に
対

し
て
、
タ
行
音
・
ラ
行
音
で
「
―
ｅ
ｉ
」「
―
ａ
ｉ
」
両
形
が
混
在
し
て
い
る
。

中
に
は
同
一
の
字
に
対
し
て
「
―
ｅ
ｉ
」
と
「
―
ａ
ｉ
」
の
両
形
が
注
音
さ
れ

て
い
る
も
の
も
あ
る
。（
こ
こ
で
は
傍
線
で
示
し
て
あ
る
。）「
e
」
に
は
「
―

ｕ
ｉ
」
と
い
う
音
形
も
あ
る
。（
や
は
り
サ
行
音
は
「
―
ａ
ｉ
」
の
み
、
ハ
行

音
は
「
―
ｅ
ｉ
」
の
み
で
あ
る
。）
い
ず
れ
に
し
て
も
「
漢
音
―
ｅ
ｉ
」「
呉
音

―
ａ
ｉ
」
と
い
う
整
理
通
り
に
は
い
か
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

三
―
三
　
斉
韻
漢
音
形
・
呉
音
形
の
源
流

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
実
際
の
呉
音
系
資
料
に
は
「
―
ｅ
ｉ
」「
―
ａ
ｉ
」

両
形
が
混
在
し
、
ま
た
漢
音
系
資
料
に
も
「
―
ｅ
ｉ
」「
―
ａ
ｉ
」
両
形
が
混

在
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
斉
（
薺
霽
）
韻
に
つ
い
て
は
「
漢
音

―
ｅ
ｉ
」「
呉
音
―
ａ
ｉ
」
と
い
う
単
純
な
整
理
は
成
立
せ
ず
、
漢
音
ま
た
は

呉
音
の
中
で
「
―
ｅ
ｉ
」「
―
ａ
ｉ
」
両
形
が
共
存
し
て
い
る
の
が
現
実
な
の

で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
特
に
呉
音
に
お
け
る
両
形
の
存
在
に
つ
い
て
諸

先
学
に
よ
っ
て
い
く
つ
か
の
説
が
出
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
考
え
ら
れ
て
い
る
の
は
仏
典
資
料
へ
の
漢
音
系
字
音
の
混
入
、
ま
た
漢

籍
資
料
へ
の
呉
音
系
字
音
の
混
入
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
混
入
を
取
り
除
く
こ
と

で
、
純
粋
な
漢
音
・
呉
音
の
体
系
の
解
明
を
し
よ
う
と
す
る
試
み
も
あ
る

(

16)

。

次
に
考
え
ら
れ
て
い
る
の
は
上
代
特
殊
仮
名
遣
い
と
の
関
係
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
エ
列
甲
乙
を
区
別
す
る
の
は
「
ケ
・
ヘ
・
メ
」（
カ
行
音
・
ハ
行
音
・
マ

行
音
す
な
わ
ち
脣
音
・
牙
音
・
喉
音
）
に
限
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
サ
行

音
・
タ
行
音
・
ナ
行
音
（
舌
音
・
歯
音
）
に
は
エ
列
甲
乙
の
区
別
が
な
か
っ

た
。「
エ
甲
類
」
と
は
っ
き
り
し
て
い
る
脣
音
・
牙
音
・
喉
音
に
つ
い
て
は
そ

の
ま
ま
「
―
ｅ
ｉ
」
と
い
う
字
音
で
固
ま
っ
た
が
、
そ
の
中
間
の
調
音
点
で
あ

る
舌
音
・
歯
音
に
つ
い
て
は
時
に
甲
類
的
、
時
に
乙
類
的
と
な
っ
た
た
め
に
、

結
果
的
に
「
―
ｅ
ｉ
」「
―
ａ
ｉ
」
と
い
う
ユ
レ
が
生
じ
た
と
い
う
説
で
あ
る

(

17)

。

さ
ら
に
母
胎
と
な
っ
た
中
国
語
の
発
音
そ
の
も
の
の
複
層
性
に
原
因
を
求
め

る
考
え
方
も
あ
る

(

18)

。

四
　
斉
韻
に
見
る
漢
音
形
・
呉
音
形
変
遷
の
一
端

以
上
見
て
き
た
斉
（
薺
霽
）
韻
の
漢
音
形
・
呉
音
形
の
変
遷
に
つ
い
て
、
以

下
に
考
察
を
加
え
る
こ
と
に
し
よ
う
。

四
―
一
　
調
音
点
毎
に
見
た
斉
韻
漢
音
形
・
呉
音
形
の
変
遷

斉
（
薺
霽
）
韻
の
漢
音
形
・
呉
音
形
を
時
代
順
に
並
べ
る
と
、
次
の
表
１
・

表
２
の
よ
う
に
な
る
。
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学
研
新
漢
和

大
字
典

大
漢
和
辞
典

隋
唐
音
図
（
合
口
）

隋
唐
音
図
（
開
口
）

漢
呉
音
図
（
合
口
）

漢
呉
音
図
（
開
口
）

磨
光
韻
鏡
（
合
口
）

磨
光
韻
鏡
（
開
口
）

日
相
音
点
本

法
華
経
随
音
句

浄
土
三
部
経
音
義

法
華
経
音
訓

法
華
経
音
義

類
聚
名
義
抄

安
田
大
般
若

慈
光
寺
大
般
若

蒙
求
三
蔵
法
師
伝

―
ｅ
ｉ

―
ｅ
ｉ

―
ｅ
ｉ

―
ｅ
ｉ

―
ｉ

―
ｅ
ｉ

―
ｅ
ｉ

―
ｅ
ｉ

―
ｅ
ｉ
漢
音

―
ｅ
ｉ

―
ｉ

マ
行
―
ａ
ｉ

―
ｅ
ｉ

―
ｉ

マ
行
―
ａ
ｉ

―
ｅ
ｉ

マ
行
―
ａ
ｉ

―
ｅ
ｉ

―
ｅ
ｉ

―
ｅ
ｉ

ハ
行
・
マ
行

脣
　
　
　
音―

ａ
ｉ

―
ａ
ｉ

―
ｅ
ｉ

―
ａ
ｉ

―
ｉ

―
ｅ
―
ｅ
ｉ

―
ａ
ｉ

―
ｅ
ｉ

―
ａ
ｉ

呉
音

―
ｅ
ｉ

―
ｅ
ｉ

―
ｗ
ｅ
ｉ

―
ｗ
ｅ

―
ｅ
ｉ

―
ｗ
ｅ
ｉ

―
ｅ
ｉ

―
ｅ
ｉ

―
ｉ

―
ｅ
ｉ

―
ｅ
ｉ

―
ｅ
ｉ

―
ｅ

―
ｅ
ｉ

―
ｅ
ｉ
漢
音

―
ｅ
ｉ

―
ｅ

―
ｅ
ｉ

―
ｅ

―
ｅ
ｉ

―
ｅ

―
ｅ
ｉ

―
ｅ

―
ｅ
ｉ

―
ａ
ｉ

―
ｅ
ｉ

―
ｅ
ｉ

―
ｅ
ワ
行

カ
行
・
ワ
行

牙
音
・
喉
音―

ａ
ｉ

―
ｅ

―
ｅ
ｉ

―
ｅ

―
ｗ
ｅ

―
ｅ
ｉ

―
ｗ
ｅ

―
ｅ

―
ａ
ｉ

―
ｉ

―
ｅ
―
ｅ
ｉ

―
ａ
ｉ

―
ａ
ｉ

―
ｅ

―
ｅ 呉

音

表
１
　
脣
音
・
牙
音
・
喉
音

学
研
新
漢
和

大
字
典

大
漢
和
辞
典

隋
唐
音
図

漢
呉
音
図

磨
光
韻
鏡

日
相
音
点
本

法
華
経
随
音
句

浄
土
三
部
経
音
義

法
華
経
音
訓

法
華
経
音
義

類
聚
名
義
抄

安
田
大
般
若

慈
光
寺
大
般
若

蒙
求

三
蔵
法
師
伝

―
ｅ
ｉ

―
ｅ
ｉ

―
ｅ
ｉ

―
ｅ
ｉ

―
ｉ

―
ｅ
ｉ

―
ｅ
ｉ

―
ｅ
ｉ

―
ｅ
ｉ
漢
音

―
ｅ
ｉ

―
ａ
ｉ

―
ｅ
ｉ

―
ａ
ｉ

―
ｅ
ｉ

―
ａ
ｉ

―
ｅ
ｉ

―
ａ
ｉ

―
ｅ
ｉ

―
ａ
ｉ

―
ｅ
ｉ

―
ｅ
ｉ

―
ａ
ｉ タ

行
・
ナ
行

舌
　
　
音―

ａ
ｉ

―
ａ
ｉ

―
ａ
ｉ

―
ｅ
ｉ

ナ
行

―
ａ
ｉ

―
ｉ

―
ａ
ｉ

―
ａ
ｉ

―
ａ
ｉ

―
ａ
ｉ

呉
音

―
ｅ
ｉ

―
ｅ
ｉ

―
ｅ
ｉ

―
ｅ
ｉ

―
ｉ

―
ｅ
ｉ

―
ｅ
ｉ

―
ｅ
ｉ
漢
音

―
ａ
ｉ

―
ａ
ｉ

―
ｅ
ｉ

―
ａ
ｉ

―
ａ
ｉ

―
ａ
ｉ

―
ｅ
ｉ

―
ａ
ｉ

―
ｅ
ｉ

―
ａ
ｉ

サ
行

歯
　
　
音―

ａ
ｉ

―
ａ
ｉ

―
ａ
ｉ

―
ａ
ｉ

―
ｉ

―
ａ
ｉ

―
ａ
ｉ

―
ａ
ｉ

呉
音

―
ｅ
ｉ

―
ｅ
ｉ

―
ｅ
ｉ

―
ｅ
ｉ

―
ｉ

―
ｅ
ｉ

―
ｅ
ｉ

―
ｅ
ｉ
漢
音

―
ｅ
ｉ

―
ａ
ｉ

―
ｅ
ｉ

―
ａ
ｉ

―
ｅ
ｉ

―
ａ
ｉ

―
ｅ
ｉ

―
ａ
ｉ

―
ｕ
ｉ

―
ｅ
ｉ

―
ｅ
ｉ

―
ｅ
ｉ

ラ
行

来
　
　
母―

ａ
ｉ

―
ａ
ｉ

―
ａ
ｉ

―
ａ
ｉ

―
ｉ

―
ａ
ｉ

―
ａ
ｉ

呉
音

表
２
　
舌
音
・
歯
音
・
来
母



以
下
、
調
音
点
毎
に
解
説
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
脣
音
（→

表
１
）
で
あ
る
が
、
中
世
以
前
の
漢
音
系
資
料
で
は
「
―

ｅ
ｉ
」
で
統
一
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
呉
音
系
資
料
で
「
―
ｅ
ｉ
／
―

ｉ
／
―
ａ
ｉ
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
形
が
見
ら
れ
た
。
近
世
に
至
っ
て
「
漢
音
―
ｅ

ｉ
」「
呉
音
―
ａ
ｉ
」
と
さ
れ
た
が
、『
磨
光
韻
鏡
』
で
は
漢
音
・
呉
音
と
も

「
―
ｅ
ｉ
」
と
さ
れ
た
。
し
か
し
近
代
に
至
っ
て
「
漢
音
―
ｅ
ｉ
」「
呉
音
―
ａ

ｉ
」
と
い
う
形
に
修
正
さ
れ
た
。

次
に
牙
音
・
喉
音
（→

表
１
）
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
中
世
以

前
に
は
呉
音
系
資
料
・
漢
音
系
資
料
と
も
に
「
―
ｅ
ｉ
／
―
ｅ
」
と
い
う
形
で

現
れ
て
い
る
。（
呉
音
系
資
料
で
は
「
―
ａ
ｉ
」
も
あ
る
。）
近
世
に
至
っ
て

「
漢
音
―
ｅ
ｉ
」「
呉
音
―
ａ
ｉ
」
と
さ
れ
た
が
、『
磨
光
韻
鏡
』
で
は
漢
音
・

呉
音
と
も
に
「
―
ｅ
ｉ
」
と
さ
れ
た
。『
大
漢
和
辞
典
』
で
も
こ
れ
を
承
け
て

呉
音
は
「
―
ｅ
ｉ
／
―
ｅ
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、『
学
研
新
漢
和
大
字
典
』
で

は
「
―
ａ
ｉ
／
―
ｅ
」
に
修
正
さ
れ
て
い
る
。

舌
音
・
歯
音
（→

表
２
）
に
つ
い
て
は
、
中
世
以
前
に
は
呉
音
系
資
料
・

漢
音
系
資
料
と
も
に
「
―
ｅ
ｉ
／
―
ａ
ｉ
」
両
形
が
見
ら
れ
た
が
、
こ
れ
に
つ

い
て
は
『
浄
土
三
部
経
音
義
』
以
降
「
漢
音
―
ｅ
ｉ
」「
呉
音
―
ａ
ｉ
」
と
さ

れ
、『
磨
光
韻
鏡
』
で
も
同
様
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
図
式
は
そ
の
ま
ま
現
代

の
漢
和
辞
典
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

来
母
（→

表
２
）
に
つ
い
て
も
呉
音
系
資
料
で
は
「
―
ｅ
ｉ
／
―
ａ
ｉ
」
両

形
が
見
ら
れ
た
が
、
や
は
り
『
浄
土
三
部
経
音
義
』
以
降
「
漢
音
―
ｅ
ｉ
」「
呉

音
―
ａ
ｉ
」
と
さ
れ
、『
磨
光
韻
鏡
』
や
現
代
の
漢
和
辞
典
で
も
同
様
と
な
っ

て
い
る
。

四
―
二
　
漢
音
・
呉
音
の
整
理
と
韻
書
・『
韻
鏡
』

こ
の
よ
う
に
『
浄
土
三
部
経
音
義
』
以
降
、
人
為
的
な
漢
音
・
呉
音
の
整
理

が
始
ま
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
使
わ
れ
た
の
が
韻
書
の
反
切
で
あ
る
。
二

―
四
で
述
べ
た
よ
う
に
、『
浄
土
三
部
経
音
義
』
も
『
法
華
経
随
音
句
』
も
『
古

今
韻
会
挙
要
』
な
ど
の
韻
書
を
利
用
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
が
、
そ
の
反

切
を
利
用
し
た
字
音
整
理
の
結
果
が
こ
こ
に
現
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
た
だ

し
韻
書
の
反
切
に
よ
る
字
音
整
理
は
個
別
的
・
断
片
的
な
も
の
に
留
ま
る
。

『
磨
光
韻
鏡
』
は
周
知
の
よ
う
に
『
韻
鏡
』
の
図
面
を
も
と
に
漢
音
・
呉
音
・

唐
音
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
さ
ら
に
体
系
的
な
整
理
が
入
る
。

韻
書
だ
け
で
は
わ
か
り
に
く
い
他
の
字
と
の
関
係
も
、『
韻
鏡
』
で
は
一
目
瞭

然
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
『
磨
光
韻
鏡
』
で
特
筆
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
、
脣
音
・
牙
音
・
喉
音
で
は
漢
音
・
呉
音
と
も
に
「
―
ｅ
ｉ
」
と
し
て
い
る

点
で
あ
る
。
こ
れ
は
文
雄
が
、あ
、る
、程
、度伝
統
的
な
字
音
を
考
慮
に
入
れ
て
い
る

結
果
と
考
え
ら
れ
よ
う
。（
例
え
ば
『
安
田
八
幡
宮
蔵
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』

で
は
、
カ
行
音
・
ハ
行
音
に
は
「
―
ａ
ｉ
」
形
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。）
こ
の

図
式
は
大
矢
透
『
隋
唐
音
図
』
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
逆
に
『
漢
呉
音

図
』
で
は
す
べ
て
の
調
音
点
に
お
い
て
漢
音
「
―
ｅ
ｉ
（
原
音
）
／
―
ｉ
（
次

音
）」、
呉
音
「
―
ａ
ｉ
（
原
音
）
／
―
ｉ
（
次
音
）」
と
統
一
さ
れ
て
い
る
。
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こ
れ
は
太
田
全
斎
が
、
伝
統
的
な
字
音
よ
り
も
『
韻
鏡
』
の
図
全
体
を
も
と
に

し
た
体
系
的
な
整
理
を
重
視
し
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
が
、
字
音
整
理
の
通
時

的
な
流
れ
か
ら
見
れ
ば
む
し
ろ
異
彩
を
放
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

現
代
の
漢
和
辞
典
で
脣
音
・
牙
音
・
喉
音
も
「
漢
音
―
ｅ
ｉ
」「
呉
音
―
ａ
ｉ
」

と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
恐
ら
く
他
の
舌
音
・
歯
音
と
合
わ
せ
た
結
果
と
考
え
ら

れ
る
が
、
特
に
呉
音
に
つ
い
て
は
古
文
献
の
字
音
は
考
慮
に
入
れ
ら
れ
て
い
な

い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い

(

19)

。

四
―
三
　
ま
と
め

斉
（
薺
霽
）
韻
漢
音
形
・
呉
音
形
の
変
遷
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ

う
に
な
る
。

①
　
中
世
以
前
に
は
、
斉
（
薺
霽
）
韻
に
つ
い
て
は
漢
音
系
資
料
・
呉
音
系
資

料
と
も
に
「
―
ｅ
ｉ
／
―
ｅ
／
―
ａ
ｉ
」
が
混
在
す
る
状
態
で
あ
り
、
音
形

に
お
け
る
漢
音
と
呉
音
の
区
別
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

②
　
中
世
か
ら
近
世
に
入
る
頃
に
韻
書
の
反
切
に
よ
る
字
音
整
理
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
、「
漢
音
―
ｅ
ｉ
」「
呉
音
―
ａ
ｉ
」
と
い
う
図
式
が
登
場
し
た
。

③
　
文
雄
『
磨
光
韻
鏡
』
に
至
っ
て
漢
音
・
呉
音
の
体
系
的
な
整
理
が
行
わ
れ

た
が
、脣
音
・
牙
音
・
喉
音
に
つ
い
て
は
漢
音
・
呉
音
と
も
に
「
―
ｅ
ｉ
」
と

し
て
伝
統
音
の
形
を
保
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
大
矢
透
に
も
受
け
継
が
れ
た
。

④
　
現
代
漢
和
辞
典
に
至
っ
て
脣
音
・
牙
音
・
喉
音
も
「
呉
音
―
ａ
ｉ
」
と
な

り
、「
漢
音
―
ｅ
ｉ
」「
呉
音
―
ａ
ｉ
」
と
い
う
図
式
が
完
全
に
固
定
さ
れ
た
。

五
　
結
語
　
―
自
然
発
生
的
な
区
別
か
ら
人
為
的
な
区
別
へ

漢
音
は
も
と
も
と
中
国
の
正
式
な
発
音
（
正
音
）
と
し
て
輸
入
さ
れ
た
も
の

で
、
そ
れ
以
前
に
日
本
に
定
着
し
て
い
た
字
音
（
和
音
）
と
区
別
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
し
か
し
そ
の
区
別
は
「
正
音
（
漢
音
）＝
漢
籍
の
読
書
音
」「
和
音

（
呉
音
）＝
仏
典
の
読
誦
音
」
と
い
っ
た
場
の
問
題
で
あ
り
、
い
わ
ば
自
然
発
生

的
な
区
別
で
あ
っ
た
。
最
初
か
ら
漢
音
・
呉
音
の
音
形
と
し
て
の
区
別
が
存
在

し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

中
世
に
な
っ
て
韻
書
が
入
っ
て
く
る
と
、
漢
字
音
を
容
易
に
把
握
で
き
る
よ

う
に
な
る
。
そ
し
て
近
世
初
期
に
は
、
韻
書
の
反
切
を
利
用
し
た
人
為
的
な
漢

音
・
呉
音
の
区
別
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
あ
く
ま
で
そ
れ
は
個
別
的

な
も
の
に
留
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
近
世
中
期
以
降
『
韻
鏡
』
研
究
が
盛
ん
に

な
る
に
つ
れ
て
、
図
面
を
利
用
し
た
体
系
的
人
為
的
な
漢
音
・
呉
音
の
整
理
が

行
わ
れ
る
に
至
っ
た
。

こ
の
体
系
的
人
為
的
な
区
別
の
利
点
は
、『
韻
鏡
』
と
韻
書
の
反
切
を
利
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
す
べ
て
の
字
に
漢
音
と
呉
音
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
点

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
こ
の
方
法
は
近
世
を
通
じ
て
行
わ
れ
、
現
代
の
漢
和
辞

典
に
も
基
本
的
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
で
あ
る

(

20)

。
こ
れ
ら
体
系
的
人
為
的
な

区
別
に
よ
る
漢
音
・
呉
音
が
、
古
文
献
の
字
音
と
異
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の

は
当
然
の
帰
結
と
言
え
る
。（→

図
）

近
年
古
文
献
の
蒐
集
・
整
理
の
進
展
に
よ
り
、
諸
先
学
に
よ
っ
て
そ
の
字
音
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の
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る

(

21)

。
そ
れ
と
と
も
に
近
世
以
降
の
「
字
音
仮

名
遣
い
」
の
問
題
点
も
多
数
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
通
時
的
な
視

点
を
通
し
て
「
字
音
仮
名
遣
い
」
の
決
定
に
至
る
ま
で
の
過
程
を
考
察
し
た
研

究
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

本
研
究
で
は
そ
れ
ら
諸
先
学
の
成
果
を
利
用
し
な
が
ら
、
斉
（
薺
霽
）
韻
の

漢
音
形
・
呉
音
形
を
切
り
口
と
し
て
、
そ
の
通
時
的
な
変
遷
過
程
を
明
ら
か
に

し
た
。
今
後
は
対
象
を
他
の
韻
目
に
も
拡
大
し
な
が
ら
、
考
察
を
続
け
る
こ
と

に
し
た
い
。
そ
の
中
で
、
漢
音
・
呉
音
の
自
然
発
生
的
な
区
別
か
ら
体
系
的
人

為
的
な
区
別
へ
の
変
遷
の
実
態
も
、
明
ら
か
に
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

注（
１
）
寛
永
五
（
一
六
二
八
）
年
版
（
勉
誠
社
文
庫
17
）
に
よ
る
。

（
２
）
勉
誠
社
文
庫
42
に
よ
る
。

（
３
）
勉
誠
社
文
庫
57
に
よ
る
。

（
４
）
勉
誠
社
文
庫
90
に
よ
る
。

（
５
）『
法
華
音
義
類
聚
　
乾
』（
本
満
寺
）
に
よ
る
。

（
６
）
中
澤
（
一
九
九
九
）、
中
澤
（
二
〇
〇
〇
）。『
法
華
経
随
音
句
』
に
お
け
る
「
呉
音
」

「
漢
音
」
お
よ
び
文
雄
と
の
比
較
に
つ
い
て
は
、
中
澤
（
二
〇
〇
八
）
参
照
。

（
７
）
本
満
寺
刊
行
の
複
製
本
に
よ
る
。

（
８
）
勉
誠
社
文
庫
30
に
よ
る
。

（
９
）
築
島
裕
編
の
影
印
（
汲
古
書
院
）
に
よ
る
。
字
音
の
検
索
に
当
た
っ
て
は
沼
本
（
一

九
九
五
ｂ
）
を
参
照
し
た
。

（
10
）
築
島
裕
『
興
福
寺
本
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
古
点
の
国
語
学
的
研
究
』（
東
京
大
学

出
版
会
）
に
よ
る
。

（
11
）
正
宗
敦
夫
編
の
複
製
本
（
風
間
書
房
）
に
よ
る
。
字
音
の
検
索
に
当
た
っ
て
は
沼
本

克
明
（
一
九
九
五
ｂ
）
を
参
照
し
た
。

（
12
）『
古
辞
書
音
義
集
成
５
　
法
華
経
音
義
三
種
』（
汲
古
書
院
）
に
よ
る
。
字
音
の
検
索

に
当
た
っ
て
は
小
倉
肇
（
一
九
九
五
）
資
料
篇
二
「
法
華
経
音
義
字
音
対
照
表
」
を

参
照
し
た
。

（
13
）
日
本
古
典
全
集
『
倭
点
法
華
経
　
下
』
に
よ
る
。
字
音
の
検
索
に
当
た
っ
て
は
小
倉

（
一
九
九
五
）
を
参
照
し
た
。

（
14
）
松
尾
拾
（
一
九
四
九
）
に
よ
る
。

（
15
）
東
辻
保
和
（
一
九
七
一
）
お
よ
び
東
辻
保
和
・
岡
野
幸
夫
（
二
〇
〇
七
）
に
よ
る
。

（
16
）
藤
堂
明
保
（
一
九
五
九
）
参
照
。

（
17
）
高
松
政
雄
（
一
九
八
二
）
四
八
八
〜
五
〇
六
頁
、
お
よ
び
沼
本
（
一
九
九
七
）
一
九

六
〜
二
一
四
頁
参
照
。
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（
18
）
河
野
六
郎
（
一
九
七
六
）
参
照
。

（
19
）
近
世
以
降
の
「
字
音
仮
名
遣
い
」
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
沼
本
（
一
九
九
五
ａ
）
参

照
。

（
20
）
た
だ
し
最
近
で
は
『
現
代
漢
語
例
解
辞
典
』（
小
学
館
）
や
『
五
十
音
引
き
漢
和
辞

典
』（
三
省
堂
）
な
ど
、
古
文
献
を
も
と
に
字
音
を
定
め
て
い
る
漢
和
辞
典
も
あ
る
。

（
21
）
小
倉
（
一
九
九
五
）、
沼
本
（
一
九
九
五
ｂ
）
等
。

引
用
文
献

小
倉
　
肇
（
一
九
九
五
）
『
日
本
呉
音
の
研
究
』（
新
典
社
）

河
野
六
郎
（
一
九
七
六
）
「
日
本
呉
音
」
に
就
い
て
（『
言
語
学
論
叢
』
最
終
号
、『
河
野

六
郎
著
作
集
２
』
所
収
、
平
凡
社
、
一
九
七
九
）

高
松
政
雄
（
一
九
八
二
）
『
日
本
漢
字
音
の
研
究
』（
風
間
書
房
）

藤
堂
明
保
（
一
九
五
九
）
呉
音
と
漢
音
（『
日
本
中
国
学
会
報
』
11
、『
中
国
語
学
論
集
』

所
収
、
汲
古
書
院
、
一
九
八
七
）

中
澤
信
幸
（
一
九
九
九
）
一
七
世
紀
初
頭
に
お
け
る
『
古
今
韻
会
挙
要
』
の
受
容
　
―
日
遠

『
法
華
経
随
音
句
』
を
中
心
に
―
（『
愛
文
』
34
）

中
澤
信
幸
（
二
〇
〇
〇
）

な
ぜ
日
遠
は
伝
統
的
読
誦
音
を
改
変
し
た
か
（『
訓
点
語
と
訓

点
資
料
』
104
）

中
澤
信
幸
（
二
〇
〇
八
）

日
遠
『
法
華
経
随
音
句
』
に
お
け
る
「
呉
音
」「
漢
音
」（『
訓

点
語
と
訓
点
資
料
』
120
）

沼
本
克
明
（
一
九
九
五
ａ
）
字
音
仮
名
遣
い
に
つ
い
て
（
築
島
裕
編
『
日
本
漢
字
音
史
論
輯
』

所
収
、
汲
古
書
院
）

沼
本
克
明
（
一
九
九
五
ｂ
）

呉
音
・
漢
音
分
韻
表
（
築
島
裕
編
『
日
本
漢
字
音
史
論
輯
』

所
収
、
汲
古
書
院
）

沼
本
克
明
（
一
九
九
七
）
『
日
本
漢
字
音
の
歴
史
的
研
究
』（
汲
古
書
院
）

東
辻
保
和
（
一
九
七
一
）
安
田
八
幡
宮
蔵
　
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
の
音
注
（
資
料
）（『
訓

点
語
と
訓
点
資
料
』
44
）

東
辻
保
和
・
岡
野
幸
夫
（
二
〇
〇
七
）

安
田
八
幡
宮
蔵
　
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
の
音
注

（
索
引
）（『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
119
）

松
尾
　
拾
（
一
九
四
九
）
慈
光
寺
蔵
大
般
若
経
の
字
音
点
に
つ
い
て
（『
国
語
学
』
３
）

―
な
か
ざ
わ
・
の
ぶ
ゆ
き
、
山
形
大
学
人
文
学
部
准
教
授
―
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